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はじめに

1975年に当社で初めて二世帯住宅を発表以来、今年で35年が経過しました。

当初はこのような住まい方にはまだ抵抗感も強く、受け入れてもらうのに苦

労した時期もありましたが、同居に関する様々な視点での調査・研究・提案

により、親子同居の住まい方のひとつの形として定着するにいたりました。

しかしながら、その後の社会の状況の変化や同居観の変化等により、二世帯

での暮らし方や住まいの形が少しずつ変わってきているように思います。

高齢社会の進展とともに親世帯の高齢期居住への不安、共働き世帯の増加の

中で安心して働きながら子育てできる居住環境の問題等々、社会問題として

もクローズアップされてきています。

また、昔は同居といえば息子夫婦との同居が当たり前だったのが、いまでは

娘夫婦との同居も当たり前の世の中になり、世帯間の関わり方の異なる同居

スタイルも一般化してきました。

そして、同居の理由も、経済的な理由が上位だったものが、家事・育児の協

力や親世帯の老後を考えての同居が上位になり、お互いにとってよりメリッ

トの大きい、積極的な同居のかたちが目につくようになってきています。

具体的な住まいの形としても、世帯分離型が多数を占めていた時代から、娘

夫婦同居や片親同居に多く見られる世帯融合型の増加で同居形態の多様化の

時代になってきています。

また、従来は同居よりも近居を選択する志向が高い傾向が続いていましたが、

ここにきてむしろ同居のほうを積極的に選択する傾向も出てきているのでは

ないかと思われます。すなわち、近居から同居への回帰の状況もみられます。

このような動きの中で、今回は特に子育て期の同居に注目し、孫を育てるこ

とを軸として同居の実態や意識を把握し、さらに近居の場合と比べてどのよ

うな違いがあるのかを探ることとしました。

その結果、従来とは異なる今後の同居のあり方が見えてまいりましたのでご

報告させていただきます。

最後に、今回の調査にご協力いただいた方々に深く感謝申し上げるとともに、

今回の調査報告・提案が今後の同居を考える上での参考になれば幸いです。

平成22年4月

旭化成ホームズ株式会社

くらしノベーション研究所
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過去の二世帯に関する調査・提案

二世帯で分離した生活を基本としながら

家事育児協力の志向も強まる

■「Ｎｉｃｅ Ｓｅｐａｒａｔｉｏｎ」 （1988年）提案

■「ＤＵＯ＆ＤＵＥＴ」 （1987年）商品化

■「祖父母と孫の関係」 （1997年）調査発表

■「二世帯住宅」 （1975年）商品化

最初の新聞広告当時のカタログ

祖父母と孫の両方にアンケート票を配布し、別居と二世帯同居、べったり同居を比較しまし

た。祖父母は別居では孫を叱らない、プレゼントやお小遣いをくれる存在であり、べったり

同居では孫をうるさく注意し、孫から必ずしも好感を持たれていない存在でした。二世帯住

宅はそれらの中間に位置していますが、別居にはない祖父母と孫の親を介さない関係があり、

べったり同居と異なり子世帯のしつけには干渉しない傾向がありました。

当時は近居や融合二世帯といった形態が少なく、別居、二世帯同居とも現在の状況に比べ近

居、融合志向が少ないという特徴があります。

発売当初の二世帯住宅は、一つ屋根の下に分

かれて住むことを解りやすい形で提案しまし

た。すなわち床を境に上下に分かれて住み、

２階世帯へは外階段で出入りする隣居感覚の

二世帯住宅です。

従来は息子夫婦と住む二世帯住宅が一般的でしたが、娘夫婦

同居への関心の高まりを背景に、息子夫婦同居と娘夫婦同居

の違いについて調査しました。同居で最も気を遣う人は息子

夫婦では子世帯の妻、娘夫婦同居では子世帯の夫であること

が結果としてはっきりと判りました。

それを解決するコンセプトを息子夫婦同居（ＤＵＯ）は「オ

モテ融合・家事分離」、娘夫婦同居（ＤＵＥＴ）は「オモテ

分離・家事融合」として提案しました。

「Nice Separation」とは「生活を分けると気持ちがくっつ

く」という二世帯住宅の基本的な考え方を表したものです。

過去の様々な調査から、中途半端な分け方だと接点は多くて

もいい交流（積極的な意味での交流・協力関係）は生まれに

くく、かえって生活をある程度分けることにより心豊かな二

世帯間の関係を築きやすいということを提案しました。
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■「家族の生活時間 そのバランスとリズム」 （2009年5月）

同年12月発売の子育て世代向け生活

提案「＋ＮＥＳＴ」（プラスネス

ト）の基礎となった調査です。

子育て期に大きく変わる生活リズム

のずれ、夕食の分散化、夜洗濯室内

干しの実態を把握しました。

また、共働きの場合に同居の親が居

るサポート効果が大きく、家事を母

親に集約して仕事に就く子世帯妻の

存在を指摘しました。

■「親子同居スタイル・多様化の実態」 （2007年7月）調査発表

■「二世帯同居・この10年」 （2005年11月）調査発表
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18%4%

8% 37%

78%

55%

20%69%11%

18%

片親 母1人 両親片親 父1人
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親子孫の3世代で
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家事･育児等で
協力しあえるから

■ ライフステージの進行による生活リズムの変化

ライフステージの進行
生活リズム 遅い早い

専業主婦世帯

リタイア世帯

夫婦のみ
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別
々

夫 妻

子の誕生

■ 娘夫婦同居の比率

■ 親世帯年代別家族構成

■ 同居の理由

2008年8月発売の「二世帯ｆ」の基礎

となった調査です。

娘夫婦同居は親世帯が若いほど多く、

親世帯の加齢と共に片親世帯が増加

していく実態を捉え、世帯専用のサ

ブスペースを持ちながら夕食を一緒

に食べる「融合二世帯」を提案しま

した。

1994年から４回に渡る二世帯住宅の

調査を比較し、10年間に渡る変化を

考察しました。同居の理由は常に

「親の老後」であり、10年間で家事

育児の協力志向が強まっている実態

を把握しました。
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社会背景

近年見直されている二世帯同居

1980年以来子世帯における共働きは増加

しており、2000年以降は専業主婦世帯を

上回っています。共働き世帯にとって親

のサポートは貴重であり、親子同居への

志向を高める要因となっていると考えら

れます。

高齢者（65歳以上）を含む世帯の世帯構

造では、これまで続いていた単独、夫婦

のみ世帯の増加が2008年調査において止

まり、わずかながら三世代世帯の増加が

見られました。

親世帯の世代では、同居または別住戸・

別棟の志向者が増加に転じています。
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10分
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その他

※国土交通省 住宅需要実態調査（1998.2003）住生活総合調査（2008）よ
り「子がいない」「不明」「わからない」を除いて率を算出
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7%

専業主婦世帯

共働き世帯

※男女共同参画白書（内閣府）：夫は非農林業の雇用者。

労働力特別調査２月（～2000年）労働力調査（詳細結果）の年平均データ
（2005年～）

■高齢期（65歳以上）における

子世帯との住まい方希望

■専業主婦世帯数、共働き世帯数の推移

■65歳以上の者のいる世帯の世帯構造別比率

減少傾向であった親子同居は近年増加に転じています。

※国民生活基礎調査（厚生労働省）平成20年 より作成



Ａ．「孫共育に関する調査A-親子の交流実態」

対象：親世帯と近居・同居している中学生以下の子がいる子世帯

Ｂ．「孫共育に関する調査B-同居における育児協力と家族の居場所」調査

対象：親世帯と同居し、中学生以下の子がいる子世帯妻

近居・
隣居

分離同居

融合同居

親世帯 子世帯回答者

居
住
距
離
・
建
物
分
離
度

Ｃ．「孫共育に関する調査C-祖父母と孫の関係2010」

対象：中学生以下の孫がいる子世帯と近居、同居している親世帯（祖父母）
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Ａ

Ｂ

Ｃ

■調査概念図

■調査の目的

調査概要

３回に渡り親子両世帯を調査

近年、親世帯においては長寿化によって90代を見据えた住まいへの建替えの必要性が高まっ

ています。また、子世帯においては共働きの増加と経済的先行きの不安により、子育てや家

事について親世帯の協力が必要とされています。これらの要因から、親子同居志向が高まり、

二世帯住宅が見直されてきているものと考えられます。

本調査においては、子育て期における育児・家事の協力と、世帯分離や家族の居場所といっ

たプライバシーの要求について、実態を把握することを目的とします。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ Ｂ

子世帯親世帯

子世帯親世帯

子世帯親世帯

用語の定義：

近居・隣居：居住距離が車等で15分以内（隣接敷地内のものを含む）

分離同居：同一建物内に居住し、世帯別にキッチンがあるもの（独立二世帯＋共用二世帯）

独立二世帯：キッチン、玄関、浴室が世帯別にあるもの（内部で行き来できる、できないは問わない）

共用二世帯：キッチンが世帯別で、玄関または浴室等を共用しているもの

融合同居：同一建物内に居住し、共用のキッチンがあるもの

融合二世帯：共用のキッチンのほか、世帯別のサブキッチンが１つ以上あるもの

一体世帯： 共用のキッチンのみで、サブキッチンがないもの



■調査時期：2009年3月

■調査対象：子世帯（夫妻のどちらか）で下記条件に適合

する方（有効回答数 N=207）

１）親世帯と近居または同居

２）中学生以下の子がいる

■回答依頼送付：自社建築注文住宅の居住者のうちヘーベ

リアンネット登録者

■調査方法：Webアンケート

■調査エリア：自社建築エリア全体

関東～東海～関西～山陽～北九州の各都府県

両親 母親 父親
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息子夫婦同居 57%
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娘夫婦同居 43%
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息子夫婦同居 73%
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娘夫婦同居 27%  (N=23)

息子夫婦同居 57%
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娘夫婦同居 43%  (N=13)

近居・隣居
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59%
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33%
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51%
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一体世帯
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～3歳 3歳～
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1～3年 4～6年

10

4 1
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2
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1
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3

■親世帯の年代分布 ■子世帯の末子学齢分布

■息子・娘夫婦同居、両親片親、共働き比率

■居住距離・建物分離度別の分布

Ａ

23%
（N=9)

0%(N=0)

親子交流全般について、訪問頻度や目的、立ち入る範囲などについて実態を調査したもので
す。世帯間の交流についての調査のため、Bの調査と比べ一体世帯型住宅の居住者が若干少

ない傾向があります。

調査概要： 孫共育に関する調査Ａ-親子の交流実態
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Ｂ

■調査時期：2010年2月

■調査対象：子世帯の妻で下記条件に適合する方

（有効回答数 N=415）

１）親世帯と同居（近居は含まず）

２）中学生以下の子がいる

■回答依頼送付：自社建築注文住宅の居住者のうちヘーベ

リアンネット登録者

■調査方法：Webアンケート

■調査エリア：自社建築エリア全体

関東～東海～関西～山陽～北九州の各都府県

両親 母親 父親

62%
(N=53)
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(N=24)

9%
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68%
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25%
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8%
(N=10)息子夫婦同居
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■親世帯の年代分布 ■子世帯の末子学齢分布

■息子・娘夫婦同居、両親片親、共働き比率

■居住距離・建物分離度別の分布

（なし）

専業主婦世帯 51%
(N=133)

共働き世帯 49%
(N=126)

56%
(N=70)

33%
(N=42)

65%
(N=46)

34%
(N=24)

1%
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専業主婦世帯54%
(N=85)

共働き世帯 46%
(N=71)

共用

二世帯

N=153

一体世帯

N=111

融合二世帯

N=40

独立

二世帯

N=111

近居・隣居 分離同居 融合同居

11%
(N=14)

調査概要：孫共育に関する調査Ｂ-育児協力と家族の居場所

同居の子世帯妻に回答者を限定し、育児、食事、洗濯に関する親子協力の実態と、家族がそ

れぞれの居場所でしている行為について調査しました。育児協力をしている世代が中心のた
め、A調査と比べ、親世帯の年齢が若い傾向があります。

8

66

20 6

71

44

14 23 11
4

両親

母

父
35

21

42

30
23 25

20
27

13

23

専業主婦子世帯
共働き子世帯

息子

夫婦

同居

娘

夫婦

同居



Ｃ

■調査時期：2010年3月

■調査対象：親世帯（夫妻のどちらか）で下記条件に適合

する方（有効回答数 N=424）

１）子世帯と近居または同居

２）子世帯に中学生以下の孫がいる

■回答依頼送付：自社建築注文住宅の居住者のうちヘーベ

リアンネット登録者で登録年齢が55歳以上の方

■調査方法：Webアンケート

■調査エリア：自社建築エリア全体

関東～東海～関西～山陽～北九州の各都府県

両親 母親 父親 共働き比率

96%  (N=45)
2%

(N=1)

2%
(N=1)

95%
(N=88) 0%

5%
(N=5)

86%
(N=25)

7%
(N=2)

7%
(N=2)

94%  (N=17)
0
%
6%(N=1)

98%
(N=94)

1%
(N=1)

1%
(N=1)

95%
(N=134)

3%
(N=4)

2%
(N=3)

息子夫婦同居 59%
(N=141)

娘夫婦同居 41%
(N=96)

息子夫婦同居 66%
(N=93)

娘夫婦同居 34%  (N=47)

息子夫婦同居 38%  (N=18)

娘夫婦同居 62%
(N=29)

近居・隣居

N=237

分離同居

N=140

融合同居

N=47
72%
(N=21)

44%
(N=8)

51%
(N=24)

44%
(N=41)

51%
(N=72)

52%
(N=52)

～69歳 70～79歳 80歳～ 未就学児 小学生
～3歳 3歳～

中学生
1～3年 4～6年

■親世帯の構成と年代分布 ■子世帯の末子学齢分布

■息子・娘夫婦同居、両親片親、共働き比率

■居住距離・建物分離度別の分布

N=237
共用

二世帯

N=72

一体世帯

融合二世帯

独立

二世帯

N=68

近居・隣居 分離同居 融合同居

N=20

調査概要：孫共育に関する調査Ｃ-祖父母と孫の関係2010

親世帯を対象として、孫との関わりについて調査したものです。親世帯に対するWeb調査の

ため、男性の回答者が多く、年代も若くなっており、小学生低学年以下の孫が中心となって

います。また、融合二世帯、一体世帯が他の調査に比べ少ない傾向があります。

N=27

31

1 3
10

1 0 1 0 0

7 10

3

6 7 5

0
6

1 2

9

89

1 4
39 0 2 5 0 0

両親同居

34

13
25

19 13
24

2
5

1 4

162

3 2 64
2 2 2 0 0

両親 父

52
57

35 36

20
11

13
9

4 0

専業主婦子世帯

共働き子世帯
母近居・

隣居

分離

同居

融合

同居



おじいちゃんの
とこじゃない？

ははは….

ﾏﾏｰお兄ちゃんは?

へーおじいちゃ
んスゴイね

はーい！

マー君おじいちゃん
のとこにこれ持って

いってね！

マー君が来そうな
気がするぞ！

まあ（笑）

10

近居と同居の最も基本的な差は交流頻度にあり、近居では週1回、同居では毎日が標準的で

す。

同居における毎日の交流は、育児協力において分離した同居生活であっても子世帯主体のス

タンスを維持しつつ、留守番や送り迎えでといった協力関係につながっています。さらに、

生活が融合した同居では、孫を日常的に世話し、しつけも主体的に担う実態が明らかになり

ました。

近居と同居を比較すると、孫はより礼儀正しく高齢者にやさしくなると評価されています。

また、同居では日常的な孫との関わりが楽しく、孫と暮らすことでよく話し、よく笑うよう

になるとの声を近居より多く得ています。

第一章

近居と同居の違い

ははは
（笑）

近居 同居
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親にしてもらったこと（経験）がある項目では、「子供（孫）の世話」が近居同居を問わず

上位を占めています。「車で送迎」も、育児関連が多いと考えられます。

近居-分離同居間で差がつく、すなわち同居特有の項目としては、荷物受取り、庭や植物の

世話、風通しといった子世帯が留守のときに関係した項目です。

分離同居-融合同居間で差がつく、すなわち生活を融合させることで生まれる項目としては、

食事、家事といった生活面の協力が挙げられます。

1-1. 協力内容の違い

育児協力は共通、留守時と生活面の協力に差

40200 60 80 100 %

36%

27%

33%

車で送迎

29%

35%

63%

家事

20%

42%

40%

荷物受取･
移動･運搬

23%

27%

30%

庭･植物の
世話

23%

39%

23%

家の様子
見･風通し

55%

60%

73%

食事

留
守
番

近
居
‐
同
居
で
差

分
離-

融
合
同
居
で
差

■親にしてもらったことがある協力（調査Ａ）

75%

80%

83%

子供の世話
近
居-

同
居
共
通

近居･隣居

分離同居

融合同居
育
児

生
活
面
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親世帯と子世帯の区分が明確な分離同居を対象として、親世帯-子世帯間の行き来の頻度を

近居と比較してみました。

近居･隣居では週１回以上の交流が約４-６割、１日１回以上の交流は２割程度です。これに

対し分離同居では子世帯→親世帯の交流では１日１回以上が約８割であり、毎日のように交

流していることがわかります。

分離同居では、子世帯→親世帯の行き来、つまり子世帯が親世帯へということが多く、逆に

親世帯が子世帯へ行く頻度は相対的に低くなっています。特に息子夫婦同居ではこの傾向が

顕著に表れ、嫁である子世帯妻への配慮が表れた結果と推測されます。娘夫婦同居では、こ

の傾向が薄まり、毎日の交流頻度も息子夫婦同居に比べて高くなっています。

近居と同居とで、協力項目としては同程度の比率になるものであっても、協力の頻度は同居

の方が高く、日常的なのではないかと思われます。

1-2. 交流頻度の違い

近居は週１回、同居は毎日

25
%

25%

子世帯親世帯 子世帯親世帯

94%80%

36%

92%

67%
43%

57% 毎日 毎週毎日 毎週

18
%

子世帯親世帯 子世帯親世帯

94%83%

70%

100%

87%
50%

63%

息子

夫婦

娘

夫婦

交流頻度

近居･隣居 分離同居

■親子世帯間の交流頻度

13%
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前項と同様に分離同居を近居とでの、交流の目的を比較してみました。

子世帯が親世帯に行く目的、親世帯が子世帯に来る目的共に、「子供の世話」では近居･隣

居が同居を上回り、近居では育児協力のための行き来が頻繁であることがわかります。同居

の子育てサポートは、両世帯に分かれていても同じ家に居ることである部分達成されている

のではないかと思います。

家事関連の項目では同居の方が全般に上回っており、家事協力は同居で進みやすいことが分

かります。看護介護での差はあまりありませんが、これは現在介護を必要とするケースがま

だ少ないためで、家事協力のしやすさは介護時にも有利と考えてよいでしょう。

1-3. 交流目的の違い

近居は育児協力、同居は食事や家事協力で行き来

■親世帯に行く目的（調査Ａ）

■親世帯が来る目的（調査Ａ）

一緒に食事・お茶

子供の世話

様子見に

贈答品おすそ分け

掃除洗濯

収納物受渡

食事届ける

食事作る

看護・介護

近居・隣居

（N=55)

分離同居

（N=84)

近居-同居

で差がない

同居

が多い

40200 60 80 100 %

一緒に食事・お茶

子供の世話

様子見に

贈答品おすそ分け

掃除洗濯

収納物受渡

食事届ける

食事作る

看護・介護

近居・隣居

（N=55)

分離同居

（N=84)

近居-同居

で差がない

同居

が多い
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40200 60 80 100 %

あやとり、折り紙など

草花や鳥昆虫の名前を教える

孫の親の子供頃の話

かるたやしょうぎ

昔の写真をみせる

日本の伝統的な料理を食べさせる

昔からの生活習慣やしきたりを教える

孫の親が使ったおもちゃや本を紹介

歴史的な出来事や人の話

仕事を通じての社会の様子や体験談

近居・隣居

（N=293)

分離同居

（N=143)

融合同居

（N=54)

■親世帯が孫に教えている昔のこと（調査Ｃ）

親世帯は、孫との交流で色々なことを伝えています。親世帯が教えている昔のことを多い順

に並べてみると、あやとり、折り紙などの遊びや草花昆虫の名前、昔の出来事や写真を見せ

るなど父母との交流ならではの項目が上位を占めています。

各項目で分離同居、融合同居ともに隣居･近居より比率が高く、日常的な交流の中で、昔の

出来事や伝統文化が伝わっていく様子が目に浮かびます。
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育児協力をしてもらった経験や、交流目的で子供の世話が挙がる比率では近居の方が同居よ

り高かったのですが、その頻度や内容の濃さについては同居が上回るようです。

孫の世話をする頻度では、近居･隣居より分離同居の方がより「日常的に世話」しているこ

とが多く、融合同居では７割に達します。娘夫婦同居は息子夫婦同居より多い傾向が見られ、

近居･隣居では特にその傾向が顕著です。

現在している世話については、子世帯の留守時や送り迎えといった項目は同居共通で近居･

隣居より高く、同じ家に住んでいる同居が有利な内容といえます。日常生活や病気のサポー

トでは融合同居のみが高く、より日常的な世話となっていると考えられます。また、対外的

な窓口としてのPTAや学校関係の付き合いでは、少ないながらも融合同居に限り関与が見ら

れ、親代わりとしての役割を果たしています。

最も楽しい孫との関わりを自由に書いてもらった内容を分析すると、同居では日常的なこと

を挙げるのが多いのに比べ、近居･隣居ではイベント的な性格をもつものが多く挙がります。

1-4. 育児協力の質の違い

近居は孫の世話を時々、同居は日常的

40200 60 80 100 %

■孫の世話をする頻度（調査C）

9%

34%

39%

53%

72%

72%

48%

44%

29%

26%

14%

28%

18%

22%

19%

17%

7%

16%

4%

10%

2%

11%

7%

近
居
・
隣
居

分
離
同
居

融
合
同
居

息子夫婦（N=141)

娘夫婦（N=96)

息子夫婦（N=92)

娘夫婦（N=47)

息子夫婦（N=18)

娘夫婦（N=29)

日常的に世話 世話していない子世帯外出時世話時々世話



41%

71%

89%

63%

38%

20%
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■最も楽しい孫との関わり（調査C：自由回答の算出による）

■現在している孫の世話（調査C）

目的や約束なく一緒にすることを挙げた回答 食事会や運動会のような予定された
ことを挙げた回答

・買物に一緒に行く、公園での遊び（融合同居）

・挨拶してくれる、食事を一緒にする（分離同居）

・孫の無邪気な笑顔や話が気が休まる（近居でほぼ毎日

訪問）

・季節ごとの行事に家族居皆を私（同居母）の手料理でも

てなすこと（分離同居）

・自宅に遊びに来た時、ケーキを作ったり・ボール投げをし

たりすること（近居月1回程度訪問）

・2泊3日程度の合同の家族旅行。私どもも楽しいし、孫た

ちも大変喜んでくれる（近居）

日常： イベント：

留
守
時
・

送
り
迎
え

日
常
生
活
・

病
気
時

対
外
的

子世帯留守時世話

保育・幼稚園の送り迎え

塾やお稽古の送迎

食事準備や世話

入浴や更衣のお世話

寝かしつけ

着替えや衣服の見立て

病院へ連れて行く

病気時の世話

PTAの会合

学校関係の付き合い

近居・隣居（N=199)

分離同居（N=108)

融合同居（N=35)

近居・隣居

（N=293)

分離同居

（N=143)

融合同居

（N=54)

※近居の場合、判断しずらい簡単な記述（例：一緒に遊ぶこと）に関しては、「近居孫の訪問頻度」が週１回以上の
場合を「日常」とし、それ以下の場合は、「イベント」とした。

40200 60 80 100 %
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孫のしつけを「子世帯と共に」または「親世帯が主体で」担うという意識は、親世帯回答で

は、近居･隣居、分離同居では約２割、融合同居では約６割に達しています。分離同居では

子世帯主体のスタンスが８割に近く、日常的な世話をある程度していても融合同居との差が

明確に表れました。

しつけの内容では、挨拶やマナー、態度に関するものが上位を占め、近居･隣居-分離同居-

融合同居の順に多く挙げられる傾向があります。

1-5. 孫共育の成果

40200 60 80 100 %

■孫のしつけ内容（調査C）

■孫のしつけに対するスタンス（調査C）

孫は礼儀正しく、高齢者にやさしい子になり、

親世帯も明るく

10%

8%

4%

72%

69%

37%

17%

23%

50% 9%

1%隣居・近居（N=293)

分離同居（N=143)

融合同居（N=54)

子世帯任せ 親世帯主体親が子世帯とともに担う子世帯主体

挨拶や返事

食事時の姿勢などのお行儀

公共のマナー

身の回りの整理整頓

約束を守ること

親や周りの人への態度

お友達付き合いや遊び方

お小遣いの使い方

近居・隣居

（N=293)

分離同居

（N=143)

融合同居

（N=54)



71%

76%

87%

58%

65%

74%

58%

57%

74%

18

孫の成長や人間形成への影響では、礼儀正しく、高齢者との会話ややさしさ、協調性といっ

た項目で近居･隣居-分離同居-融合同居の順で評価が高くなっています。

親世帯側の孫による生活の変化では、よく話す、よく笑うといった項目で同様に、近居･隣

居-分離同居-融合同居の順で評価が高く、孫との関わりが親世帯の明るさや張り合いにつな

がる傾向が見て取れます。

40200 60 80 100 %

■孫の成長や人間形成への影響（調査C）

■孫による生活の変化（調査C）

挨拶ができ礼儀正しく育つ

年配者と自然に話ができる

高齢者にやさしい

協調性を持つ

感受性豊かな子に育つ

生活文化や習慣に関心を持つ

モノや動物、植物などを大切にする

公共マナーを守る

隣居・近居（N=293)

分離同居（N=143)

融合同居（N=54)

よく話すようになる

よく笑うようになる

気持ちが若くいられる

40200 60 80 100 %

近居・隣居

（N=293)

分離同居

（N=143)

融合同居

（N=54)

近居-同居

で差

近居-分離同居

で差がない



13%

14%

37%

48%

71%

孫共育で子世帯に来る機会の多い親世帯ですが、子世帯の中で立ち入らない部屋や使わない

ものはあるのでしょうか。

息子夫婦同居、娘夫婦同居ともに夫婦寝室には入らない、とした回答がおよそ５割以上を占

めトップになりました。夫婦寝室は不在時でもプライバシーが守られるべき空間として認識

されているようです。キッチンや冷蔵庫は、息子夫婦同居では立入りを避けているのに対し、

娘夫婦同居では気にしている様子はなく、差がはっきりと出ました。

孫共育をしながらも、子世帯の守るべきプライバシーを意識したくらし方をしているといえ

るでしょう。

1-6. 親世帯が立ち入らない場所

夫婦寝室が共通、息子夫婦同居ではキッチン回り

40200 60 80 100 %

息子

夫婦

（N=79)

娘

夫婦

（N=37)

リビング・ダイニング

キッチン

冷蔵庫

夫婦寝室

全て立入

リビング・ダイニング

キッチン

冷蔵庫

夫婦寝室

■親世帯が来訪時に立ち入らない場所、使わないもの（調査A）

19

38%

5%

16%

16%

49%

全て立入
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第二章

同居における家事集約･協力と居場所

息子夫婦同居･娘夫婦同居、あるいは両親･片親同居、子世帯が専業主婦･共働きといった家

族の構成や状況によって、同居生活の分離･融合志向が影響されます。

共働き子世帯は夕食が遅く、親世帯と孫で先に食事するパターンも多いといえます。また共

働き娘夫婦同居を中心に、家事を母親に集約して子世帯妻が仕事に専念する「家事集約」と

いう生活スタイルがあることが、とても興味深いです。

生活の共同化が進むほど、個人の居場所を確保する重要性が増します。特に息子夫婦同居の

妻や娘夫婦同居の母は、一人になれる場所としての居場所が必要だといえます。

洗濯
物干

後片付け 料理

みんなの好きな居場所！

おかあさん、
いつもありがとう！

行ってきます！

お仕事がんばって！

家事集約 居場所
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2-1. 家族構成で異なる同居生活志向

娘夫婦同居･片親･共働きは融合志向の要素

19% 20% 29% 9% 17% 0%

17% 0% 22%9% 39% 11%

24% 17% 21%

21% 8%

0%

12% 38% 17%

29%

共働き（N=70)

19% 22% 32% 9% 12%

8% 11% 25%

30% 15% 21%
6
%

両親

両親

母親

母親
13% 8%0% 50%

2
%

9% 15%

9% 34% 8%

0% 17% 13%

専業主婦（N=90)

息子

夫婦

同居

（N=

259)

娘

夫婦

同居

（N=

156)

別居志向 分離同居志向 融合同居志向

0%

共働き（N=42)

専業主婦

（N=33)

共働き（N=46)

専業主婦（N=53)

共働き（N=24)

専業主婦（N=24)

別居で

必要に応じ

行き来

別居で

交流盛ん

生活別で

交流盛ん

同居で

お隣さん
感覚

ある程度一
緒で食事別

基本的に一緒
で時々別

すべての面で
一緒

15%

30%

50%

■両世帯の同居･近居生活のあり方（調査Ｂ）

二世帯の分離・融合志向は、家族の構成や状況により異なります。

息子夫婦同居は娘夫婦同居に比べて全体的に別居志向・分離同居志向が高い傾向にありま

す。

息子夫婦×母親同居と娘夫婦×両親同居の場合は、子世帯妻の就業の有無による影響を大

きく受けます。共働きの場合には、親世帯のサポートを期待して、融合同居志向が高まっ

ているといえるでしょう。

夕食・朝食を両世帯が別々に取っているか、一緒に取っているかは、二世帯の分離・融合

志向が反映されています。分離志向の強い息子夫婦同居では別々に取っていることが多く、

娘夫婦×母親同居の場合では一緒に取る割合が2/3程度になっています。

夕食を別々に取る場合、親世帯は19時前の早い時間に、子世帯は19時以降の遅い時間にと

ることが多いと言えます。一緒に取る場合には、親世帯が遅めの夕食にして時間を合わせ

ている様子が伺えます。

3%

7%

2%

6%

4%

2%

2%

3%

5%
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■夕食･朝食が親世帯と別々か/一緒か（調査Ｂ)

40200 60 80 100 %

■夕食をとる時間帯（調査Ｂ)

77%

73%

9%

9%

14%

19%

61%

43%

9%

17%

30%

40%

54%

39%

19%

22%

27%

39%

21%

29%

13%

8%

67%

63%

専業（N=90)

共働き（N=70)

専業（N=33)

共働き（N=42)

専業（N=52)

共働き（N=46)

専業（N=24)

共働き（N=24)

夕食別々（N=127)

夕食一緒（N=85)

夕食別々（N=132)

夕食一緒（N=87)

夕食別々（N=95)

夕食一緒（N=99)

夕食別々（N=98)

夕食一緒（N=99)

夕食別々 朝夕食一緒朝別夕一緒

19時前 19～21時

21～23時
23時以降

子
世
帯

親
世
帯

専
業
主
婦

共
働
き

両親

両親

母親

母親

息子

夫婦

同居

娘

夫婦

同居

子
世
帯

親
世
帯

69%

56%

51%

55%

31%

44%

48%

43%

1%

2%

69%

52%

34%

38%

29%

47%

60%

58%

1%

1%

3%

4%

3%



23

■子世帯夕食準備の分担（調査Ｂ）

2-2 夕食準備の協力･集約

共働きの娘夫婦×両親同居では母親集約型が多い

40200 60 80 100 %

子世帯の夕食の準備を担当する人は家族の構成や状況によって異なります。

子世帯が専業主婦の息子夫婦×両親同居の場合、９割は妻が主体となって夕食の準備を行い

ますが、息子夫婦同居より娘夫婦同居、専業主婦より共働きになると、母の関与が高まる傾

向にあります。

特に、共働き娘夫婦×両親同居の場合は、「毎日母が作る+大体母が作る」割合が５割を超

えており、親世帯への家事集約が顕著に表れています。

57%

80%

17%

9%

10%

10%

9%

1%

7%

43%

73%

17%

9%

14%

12%

14% 12%

3%

26%

53%

13%

19%

7%

17%

35%

6%

20%

6%

38%

46%

17%

25%

13%

29%

29% 4%

専業（N=90)

共働き（N=70)

専業（N=33)

共働き（N=42)

専業（N=52)

共働き（N=46)

専業（N=24)

共働き（N=24)

毎日妻が作る 大体母が作る大体妻が作る 妻母分担 毎日母が作る

両親

両親

母親

母親

息子

夫婦

同居

娘

夫婦

同居



■孫が夕食をとる家族の組合せ（調査Ｂ）

13%

11%

9%

12%

9%

4%

4%

17%

58%

33%

42%

21%

40%

17%

17%

8%

2%

4%

2%

4%

10%

9%

17%

11%

9%

13%

4%

8%

34%

12%

19%

13%

28%

13%

25%

14%

7%

27%

31%

26%

39%

54%

46%

40200 60 80 100 %

専業（N=90)

共働き（N=70)

専業（N=33)

共働き（N=42)

専業（N=52)

共働き（N=46)

専業（N=24)

共働き（N=24)

夫婦＋孫 孫のみ妻＋孫 親世帯と孫 親子両世帯
夫＋孫

家族が誰と夕食を食べているかも、家族の構成や状況によって異なります。

全体の傾向として、息子夫婦同居より娘夫婦同居のほうが、子世帯が親世帯と一緒に夕食を

取る割合が高くなります。また子世帯が専業主婦より共働きの方が、親世帯と孫で食事をす

る割合が高いことがわかります。

特に、子世帯が専業主婦の息子夫婦×両親同居では「妻+孫」の組み合わせが５割を超えて

最も多いのに対し、共働きの息子夫婦×両親同居ではそれが半減し、親世帯と孫で食事をす

る割合が一番高くなるという違いが見てとれます。

両親

両親

母親

母親

息子

夫婦

同居

娘

夫婦

同居

24
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■夕食時間がずれたときの夫の食事場所（調査Ｂ：夕食一緒で、子世帯リビングありの場合）

夫の帰宅時間は、共働きで若干早い傾向にありますが、全体として４割程度が21時以降の帰

宅となっています。

そのため夫の夕食は他の家族とずれてとることが多くなります。この傾向は、息子夫婦同居、

娘夫婦同居ともさほどの違いはありません。

しかし、夕食時間がずれた夫が夕食を取る場所に関しては、大きな違いがあることがわかり

ます。娘夫婦同居の夫は、子世帯専用スペースで夕食を取る割合が約７割になっており、夫

の気兼ねが伺えます。子世帯スペースに補助的な食事空間を考慮する必要があるといえます。

2-3. 夫の夕食時間がずれる場合

娘夫婦同居の場合は子世帯スペースで

40200 60 80 100 %

■夫の帰宅時間帯（調査Ｂ）

■夫と他の家族との夕食時間のずれ（調査Ｂ）

66%

67%

8%

8%

14%

10%

11%

10%

2%

5%

22%

14%

39%

40%

29%

33%

7%

11%

2%

2%

17%

12%

39%

44%

27%

34%

8%

11%

8%

息子夫婦

同居

娘夫婦

同居

専業（N=133)

共働き（N=126)

専業（N=85)

共働き（N=71)

19時前 23時以降19～21時 21時～23時

就業していない/在宅勤務

（N=259)

（N=156)

週3日以上 週1～2日 たまにある ほとんどない

就業していない/在宅勤務

（N=34)

（N=35)

息子夫婦同居

娘夫婦同居

息子夫婦同居

娘夫婦同居

子世帯スペース その他 共用スペース

親世帯スペース

32%

66% 3%

38%

23%

29%

9%
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■親世帯と子世帯で洗濯機が１台のみの場合の洗濯（調査Ｂ）

洗濯を親世帯・子世帯で一緒にするか・別にするかに於いても、家族構成による違いが見ら

れます。

息子夫婦同居より娘夫婦同居が洗濯を一緒にする割合が高く、娘夫婦×母親同居の場合は、

就業の有無に関わらず５割以上が一緒にしていることがわかります。

逆に、一台の洗濯機を両世帯で共用している場合でも、洗濯を別々にしている場合がありま

す。娘夫婦同居よりも息子夫婦同居に多く35％に達しています。洗濯機置き場が２台分必要

か建築段階で要望を確認する必要があると言えます。

2-4. 洗濯の協力･集約

娘夫婦同居、母親同居は洗濯も集約傾向が強い

40200 60 80 100 %

87%

80%

4%

3% 1%

9%

16%

33%

38%

4%

4%

13% 50%

58%

60%

73%

7% 5%

9%

29%

18%

46%

60%

9%

9%

9%

6%

37%

25%

30%

17%

5%

6%

専業（N=90)

共働き（N=70)

専業（N=33)

共働き（N=42)

専業（N=52)

共働き（N=46)

専業（N=24)

共働き（N=24)

基本的に別々 基本的に別々

一緒あり

基本的に一緒基本的に一緒

別々あり

（N=77)

（N=78)

基本的に別々 基本的に別々・一緒あり

■洗濯が親世帯と別々か/一緒か（調査Ｂ）

両親

両親

母親

母親

息子

夫婦

同居

娘

夫婦

同居

息子夫婦同居

娘夫婦同居



27

2-5. 個人の居場所

融合した生活ほど居場所が重要

40200 60 80 100 %

■居場所の現状と希望（調査Ｂ） 家族の居場所について子世帯妻が回答

父（N=181)

母（N=243)

夫（N=239)

妻（N=235)

父（N=70)

母（N=128)

夫（N=120)

妻（N=124)

父親同居（N=32)

母親同居（N=120)

居場所が あり・活用 なし・必要 なし・不要

あり・活用せず居場所が あり・活用

94%

97%

2%

1%

3%

3%

なし・必要

あり・活用せず

なし・不要

親世帯父と母、子世帯夫と妻の専用の居場所*があるか、活用しているかの実態を調べました。

全体として、居場所に対するニーズ（「現在居場所があり活用している人」＋「居場所はない

が必要と感じている人」）は６割を超えており高くなっていますが、特に融合同居では全ての

家族について８割前後となっています。生活の一部が融合しているほど、個人の居場所の重要

性が増すようです。

また、片親同居の場合に父と母が居場所を持つ割合の高さは、自分の部屋＝自分の居場所と認

識していると考えられます。

*ここでの居場所とは、自分一人でTVを見たり等好きなことをして、気ままに過ごせる場所をいう。

子
世
帯

親
世
帯

分
離
同
居

融
合
同
居

子
世
帯

親
世
帯

50%

58%

41%

26%

14%

11%

28%

40%

2%

2%

11%

3%

34%

30%

20%

31%

70%

74%

63%

44%

7%

9%

24%

31%

3%

2%

6%

10%

20%

15%

7%

15%

片
親
世
帯
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40200 60 80 100 %

55%

24%

34%

30%

55%

7%

26%

42%

38%

63%

58%

37%

39%

44%

55%

32%

TVを見る

パソコンを使う

仕事・書き物

趣味をする

親世帯父（N=313)

親世帯母（N=182)

子世帯夫（N=189)

子世帯妻（N=197)

必要だと思われている居場所、そこでどんなことがされていて、その為にはどんな空間が望ま

しいのでしょうか。

親世帯・父と母共通で「TVを見る」の割合が高く、居場所にTVを置くか、共用TVが見えること

が条件だといえます。母の場合は、趣味をすることも高く、その作業に応じたスペースや収納

の設計が必要になります。

子世帯の夫と妻は、共通して「仕事・書き物・PCを使う」という「デスク作業」が中心である

ことがわかります。作業カウンターと共に必要な機器・備品の置き場所や収納を配慮した計画

が望まれます。

また、居場所で「一人になれる」ことを重視しているのは 融合同居の息子夫婦×両親同居の妻

と、融合同居の娘夫婦×母親同居の母であることもわかりました。

夫の居場所
例えば・・
(将来の）主寝室にﾃﾞｽｸｺｰﾅｰ
ﾊﾟｿｺﾝや仕事をする

母の居場所
例えば・・・
親世帯床上げ和室で趣味の手芸を
ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞでは、好きなTVを観る

■居場所でしていること（調査Ｂ）
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第一章では「孫共育」、第二章では「家事集約」といった新しい二世帯による協力関係につ

いて述べました。そして協力関係が進むほど「居場所」の重要性が増すことも示唆されてい

ます。このような相反する要求は、どのように二世帯住宅の中に造り込めば良いのでしょう

か。

孫共育を形にした二世帯住宅とする手法を、３つの提案を整理しました。従来子世帯の一部

であった孫のスペースは、親世帯と子世帯の中間に配置され、親子両世帯が孫に関わりつつ、

各世帯のプライバシーや居場所の確保に配慮されています。

また、親世帯共通のテーマである加齢配慮や、子世帯の孫の成長に対応した可変性もコンパ

クトに実現する手法を提案しています。

第三章

孫共育のススメ

さあ、おやつ
よ！

はーい
！

はーい
！

あのね、今日ね
…！

うん、うん…！

♪♪…！

昼

夜
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3-1. 孫共育ゾーニングの提案

孫共育ゾーンは親世帯子世帯の間に

今までの孫を含んだ子世帯にはできるだけ干渉しないといった、自立志向の二世帯同居では、

住宅のあり方としても世帯ゾーンをどう分離するかがテーマになっていました。

しかし、孫共育では、親世帯と孫との関係が強まり、子世帯が不在の時はあたかも親世帯と

孫が一つの世帯のようなくらし方となっています。共働き妻の帰宅を境に、昼と夜で世帯の

形が切り替わるような生活が典型的で、娘夫婦同居では夕食準備を親世帯に集約し、夕食後

に各世帯に分かれるようなくらしも始まっています。

孫共育の考え方を模式化すると、下の図のように表現できます。このようなくらし方に対応

して、二世帯住宅のゾーニングでも孫共育ゾーンを親世帯と子世帯の中間に位置させ、両世

帯からアクセスしやすくするとともに、各世帯専用ゾーンのプライバシーや居場所の確保に

配慮することが今後求められるのではないでしょうか。

孫共育ゾーン型

「自立志向」同居

「孫共育」同居

世帯ゾーン分離型

同居スタイル 二世帯住宅のあり方

教育には

口を出さない

子世帯

親世帯

子世帯

親世帯

孫

孫

頼まれれば

協力

生活を分けると気持ちがくっつく

協力しながら、プライバシーを保つ

共用部を減らし、動線が干渉しない

孫共育ゾーンを両世帯ではさむ

子世帯

親世帯

孫
子世帯親世帯

孫
親世帯：

しつけに関わる

よく笑いよく話すように

昼夜で切り替え

子世帯：

安心して共働き、帰宅後交流

孫：礼儀正しく、高齢者に優しく

居場所

ひとりの

居場所

ひとりの

居場所
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■孫の部屋に行く目的（調査Ｃ）

40200 60 80 100 %

親世帯

子世帯

孫共育ゾーン

■孫教育の提案１：孫共育ゾーニング

親世帯が孫の部屋に行く機会は多く、５割以上で子世帯の留守時に様子を見に行くと回答し

ています。孫が居る時に行く場合は、息子夫婦同居であっても娘夫婦同居と差がありません

が、孫がいないときにも行く片付けや洗濯などの家事関係では、息子夫婦同居では娘夫婦同

居より少ない傾向が見られ、子世帯妻への遠慮が感じられます。

孫
が
い
る
時
に
行
く

孫
が
い
な
い
時
に
行
く

息子夫婦同居（N=93)
娘夫婦同居（N=47)子世帯留守時様子を見る

ゲームなどで遊ぶ

病気の看病

勉強をみる

工作など一緒に手伝う

寝かしつける

朝起こす

放置されたものを戻す

洗濯物の収納

換気通風

掃除・片づけ

布団を干す

親世帯が育児協力のために孫の部屋に行く機会は多い

ものです。子世帯が留守でもプライバシーが保たれる

ように、孫の部屋は、親世帯からアクセスしやすい、

両世帯の中間に配置しましょう。

特に息子夫婦同居の場合は、子世帯専用ゾーンを通る

ことなく、親世帯から孫の部屋に行けることがポイン

トです。
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■親世帯での勉強（調査Ｃ）

子世帯が共働きで妻がフルタイム勤務の場合は子ども（孫）の

方が先に帰宅することになります。こうした場合、子どもはど

こで勉強しているのでしょうか。

子どもの勉強場所は、子世帯妻がフルタイム勤務の場合には約

７割が親世帯のLDを中心とした空間となり、専業主婦やパート

勤務の場合でも約４割が親世帯での勉強をしています。

子育て期のLDKに隣接させて勉強などのために「＋NEST空間」

を設ける提案は、二世帯の場合親世帯にも必要なことであり、

孫共育のための二世帯には「２×NEST」（ダブルネスト）が提

案されるべきでしょう。

3-2. 2×NEST（ダブルネスト）の提案

共働き子世帯の孫は昼間親世帯で勉強

40200 60 80 100 %

子世帯

親世帯

２×NEST

71%

42%

39% 親世帯で勉強する
専業主婦（N=147)

パート・自営他（N=60）

フルタイム（N=58)

■孫教育の提案２：２×ＮＥＳＴ（ダブルネスト）

子世帯妻がフルタイム勤務の場合、親世帯も孫の勉強

スペースとなります。小学生の約７割がLDで勉強して

いる実態を踏まえ子育て期の住まいに提案された

＋NEST空間は二世帯住宅では親世帯にも必要です。

LDに隣接して設けられ、囲まれ感のある落ち着いたデ

スクのある空間は親世帯夫婦にとっても快適な居場所

となるでしょう。
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ヘーベルハウスの子育て期家族に向けての生活提案 「+NEST」

子育て期の家族は最も生活時間がずれるライフステージであり、家事の時間短縮はもはや

限界で、その中で新たにコミュニケーションの時間をつくることは至難の技です。そこで、

おもなルーチンワーク－食事・片付け・学習・洗濯－を親子の時間や自立のきっかけにで

きないかという視点で生まれたのが+NESTです。先４つの行為に関わる空間提案をしています。

●ペニンシュラキッチン
（オープンダイニング）

唯一家族共に過ごせる朝食を

親子交流の時間にしやすい

よく考えられたｵｰﾌﾟﾝｷｯﾁﾝ

●+NEST空間

多くの子どもがﾀﾞｲﾆﾝｸﾞで勉強する

実態・課題を踏まえて、ｷｯﾁﾝから

見えるところに学習ｺｰﾅｰを提案。

父と子が交わる場にも

●家族ロッカー

玄関とLDの間に各自のﾛｯｶｰがある

家族共用の収納空間をつくる。

放置されやすい鞄等を自己管理。

夜洗濯が増えている昨今家族が通る

場所で、一時置きや用具の収納もで

きる専用ｺｰﾅｰを設けることで、気づ

いた人がする環境づくり

●室内物干しコーナー

「NEST」とは「巣」という意味です。子育て期家族を対象にした生活実態調査を経て、

2009年11月に発売され、多くのお客様からその視点や提案に共感頂き、ご採用頂いていま

す。

■+NESTのコンセプト

■プラン例と４つの空間提案
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■親世帯玄関を孫が使うとき（調査Ｂ：玄関２つ＝独立二世帯の場合）

親世帯に帰宅してくる孫の持ち物は、どうなるのでしょうか。

２階にあることが多い子世帯に置いてから１階の親世帯へと移

動するのはかなり難しく、実際には一旦親世帯に置かれている

のが現実と思われます。孫の部屋に行く目的で、「放置された

孫の私物を持っていく」という回答が上位に入ったのもこの推

測を裏付けるものです。

玄関が独立している場合、フルタイム共働き子世帯の孫の８割

以上が親世帯玄関に帰宅しています。帰宅時に脱いだ服、ラン

ドセルを置く場所を、玄関近くのスペースに「孫ロッカー」と

して設けてはいかがでしょうか。

3-3. 孫ロッカーの提案

共働き子世帯の孫は親世帯に帰宅

40200 60 80 100 %

子世帯

親世帯

孫ロッカー

84%

42%

42% 親世帯の玄関を使う
専業主婦（N=55)

パート・自営他（N=26）

フルタイム（N=31)

■孫共育の提案３：孫ロッカー

子世帯妻がフルタイム勤務の場合、孫は下校時に誰も

いない子世帯ではなく、親世帯に帰宅してきます。そ

のルートの近くに孫ロッカーを設け、孫の物は自分で

しまう習慣をつけさせましょう。

孫ロッカーは子世帯夫婦帰宅後は子世帯からもアクセ

スしやすくなければなりません。子世帯家族全員が出

かける準備をする場所として、家族ロッカーを並べる

のが理想的です。
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08：30 20：30

■ 子ども・夫の帰宅時に玄関まわり・ＬＤに放置されているモノTOP５

49.8%

44.2%

8.9%

5.1%

3.3%

衣類

鞄類

衣類小物

外出携帯品

雨具

＊複数回答

「+NEST」における家族ロッカー

「＋NEST」で提案された家族ロッカーは、日常の忙しい生活の中で家族のコミュニケー

ションを図ると共に、LD回りに放置されやすいモノをしまう場所を動線上に配置すること

で散らかるのを防ぎ、子どもが自立してしまう習慣の生活指導も視野に入れた提案となっ

ています。「孫共育」の二世帯においては、孫に対してこの提案を応用しています。

■ 家族ロッカーの生活シーンイメージ
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親世帯の老後への備えは、二世帯住宅共通のニーズです。以前の調査では70代までの親世帯

では子世帯の同居家族介護の経験率は約２割に過ぎないのですが、親世帯が80代では約５割、

親子同居経験者の７割以上が介護を経験しており、将来の在宅介護対応はかなりの確率で必

要になるといえます。

しかし現在は元気であることが多く、その場合具体的な症状を想定しての設計は不可能です。

そして不確かな症状への準備として特別にスペースを拡大することも、現実には難しいので

はないでしょうか。

二世帯住宅の親世帯の加齢期配慮設計として、「コンパクトバリアフリー」を提案します。

バリアフリー設計は通路や建具のスペースを広げることという先入観を捨て、今までと同じ

スペースで、または最小限の拡大で加齢配慮を実現するための手法を、３つの提案にまとめ

ました。

3-4 親世帯への加齢配慮提案

加齢期への備えにコンパクトバリアフリーを

■ワンルームサニタリー

同じ面積でも、ワンルーム化すれ
ば車椅子対応ができるようになり
ます。

出入り口を巾広建具にするととも
に、間仕切り壁をなくし、三枚引
戸に置き換えます。三枚引戸でも
広さが足らない場合は建具を外し
カーテンに付け替える等で対応し
ます。

一般的なトイレ独立型の設計

ワンルームサニタリー

正面から入る一般的なトイレでは、
車椅子への対応は厳しいと思わ
れます。トイレの巾を広げることも
面積の制約から簡単ではありま
せん。

巾広引戸 有効巾800mm

三枚引戸orカーテン浴室三枚引戸

1830 1830 915

18
30

91
5

18
30

91
5
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●室内-玄関-道路までの車椅子の必要スペースのイメージ

■ワイドステップ

スロープの半分

踏面90cm以上

10cm以下

30cm×12(最小限)      =360cm 30cm

90cm×2段＝ 180cm 30cm

■ワイドポーチ

ワイドステップ：
10cmずつ

段差を降りる

ワイドポーチ：
玄関ドアを避けて車椅子を止める

道路へ

玄関ホールで方向転換し
後ろ向きに

携帯用スロープで
後ろ向きに降りる

断面図

平面図

玄関ポーチの広さは、ドアの作動域を避

けて車椅子を停め、ドアを開けて正面か

ら直進できるような大きさを確保します。

180cm

270cm

玄関ポーチからの階段は、踏面90cm以上、

段差10cm以下の緩やかな階段とします。

介助を前提とすれば、10cmの段差の乗り

越しは容易であり、スロープと比べ、コ

ンパクトであり、スリップしにくく、車

椅子が途中で停めやすい点が優れていま

す。



浴室-洗面所-トイレを３枚引戸で

開け放せるようにして、同じ面積
でコンパクトに車椅子対応の間取
りを実現します。
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■親世帯の加齢配慮

●ワンルームサニタリー

●ワイドポーチ

●ワイドステップ

○玄関引き戸

○３枚引戸

○巾広建具

有効開口巾を90cm以上確保でき便

器への斜めアプローチが可能です。

有効巾800mmが確保できるように

巾を広げた建具です。

玄関は標準的に有効巾800mmが

確保できるようになっています。引
戸はドアの作動域が小さく車椅子
を停めるためのポーチの寸法がコ
ンパクトになります。

玄関ポーチは車椅子を停めた状態で
ドアが開閉でき、車椅子がまっすぐ玄
関框へのスロープに乗り込めるような
広さが確保されています。

玄関ポーチから道路までは車椅子を
１段(＝10cm）ずつ降ろしていけるよ
う90cm以上の踏面が確保されてい

ます。

共用LD 親世帯寝室

へーベルハウスでは、従来より加齢配慮設計システム「AICS」を提案してきました。二世帯
住宅の場合、親世帯専用のサニタリーでば、車イス利用を含めて使いやすい空間を最初から
ご提案してもよいと考えました。また、室内の車椅子配慮と共に、玄関アプローチの設計配
慮を加えた提案となっています。



ヘーベルハウスの加齢配慮AICS*の思想

新築時の『備え』

ユニバーサル
な設計

将 来 準 備 歩 行 支 援

将来の『支え』

車 椅 子 対 応

●手摺設置準備

●ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｽｲｰﾄ準備

（将来介護室準備）

●内外出入等ルート設計

●手摺の追加設置 ●ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｽｲｰﾄに改修

●ルート設計に従い

福祉用具を設置

ヘーベルハウスでは、生涯ずっと、安心して自立した暮らしをご提供できるように、新築

時の『備え』をベースに、身体の変化に応じて、簡易な改修で対応できる「将来の支え」

も配慮された 加齢対応設計システム「AICS」を導入しています。

そのAICSの特徴は、４つにまとめることができます。

①手摺等基本的なものは、品確法の等級３をベースに標準仕様で設置⇒ユニバーサルな設計

②自走車イスで生活(移動)できる巾の建具を選択可能⇒図１参照

③介護が必要な場合を踏まえて、寝室内に専用のトイレ洗面を追加できるように準備配管を

提案⇒図２参照

④車イスでの外出を考慮して、必要な通路巾・段差解消機やｽﾛｰﾌﾟの設置スペースを新築段

階から計画。必要になったときにそれらを設置して対応することを推奨。

800㎜(巾広建具)

800㎜ 9
1
5

図1 建具巾と廊下巾) 図２ プライベートスイート

将来介護を想定し、トイレ・洗面台設置の配管

準備がされた部屋（６帖+物入１帖以上の広さ）

＊Asahikasei Independent ＆Comfortable System
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HHﾓｼﾞｭｰﾙでの通常の廊下巾800㎜で自走
車ｲｽが出入できる建具(有効巾800㎜)
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■寝方の変化（調査Ｂ）

子世帯は幼児期～小学生低学年までは川の字就寝（夫婦＋子）、もしくは妻子就寝/夫別寝

のパターンとなります。そして中学生以降は個室就寝へと変化していきます。また、ふとん

での就寝率は幼児期には５割を超えており、次第にベッドへと移行していきますが末子が中

学生でも約３割がふとんで寝ています。

幼児期に多い川の字就寝の場所は、現状では主寝室が充てられることが多いようです。川の

字就寝できる広さがあり、ふとんが収納できる部屋がそれ以外にない、とも言えます。しか

し妻＋子の就寝の場合は、子供室で寝るケースがかなりありました。

3-5. 子世帯への成長配慮提案

成長につれ変わる寝方に対応できる可変性を

40200 60 80 100 %

51%

46%

21%

22%

10%

43%

46%

34%

13%

7%

1%

4%

7%

1%

4%

24%

10%

7%

5%

3%

17%

46%

76%

未就学児（3歳未満）（N=99)

未就学児（3歳以上）（N=110）

小学校（1～3年）（N=71)

小学校（4～6年）（N=67 )

中学校（N=59)

夫婦＋末子 夫＋末子 末子単独妻＋末子 兄弟姉妹＋末子

53%

38%

32%

41%

37%

58%

47%

35%

36%

30%

■ふとんでの就寝率（調査B）

夫（N=99)

妻（N=100)未就学児（3歳未満）

未就学児（3歳以上）

小学校（1～3年）

小学校（4～6年）

中学校

夫（N=119)

妻（N=112)

夫（N=72)

妻（N=69)

夫（N=71)

妻（N=72)

夫（N=60)

妻（N=60)
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■子世帯の成長配慮

●主寝室の変化

●孫の部屋の変化

主寝室はこどもが小さいうちは室内干しス
ペースとすると同時に、夫婦の書斎として
使ってはいかがでしょうか。

こどもがひとりで寝るようになったら、ベッド
を並べて主寝室らしくなります。

３枚引戸のクローゼットは開口が大きいた
めふとんがしまいやすく便利です。

こどもが小さいうちは川の字で寝ることが多い
でしょう。間仕切り収納で布団置き場をつくれ
ば、すっきりとします。

こどもがひとりで寝るようになったら、可動間仕
切り収納を点線の位置に動かしで、個室をつく
ります。

子育て期の寝方に対応するためには、川の字就寝の場所と、ふとんの収納場所の配慮に加え、

将来は個室としても使える可変性が必要です。

また、孫共育の二世帯では、居場所はプライバシーが守られる将来主寝室回りに確保したい

のですが、寝る場所とは別にスペースを確保するのは難しいことが多いでしょう。

川の字就寝の場所を可動間仕切りを用いた子供室とすれば、将来主寝室を夫婦の居場所とし

て充実させることができ、妻子-夫の別寝にも対応しやすく、フレキシビリティの高い間取

りになります。
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共働きの息子夫婦同居を想定した、玄関以外はすべて別の共用二世帯のプランです。子世帯

が留守の昼間は、親世帯の祖父母と孫で一緒に過ごします。２階の孫共育ゾーンに親世帯が

行くことは多いのですが、子世帯専用ゾーンには立ち入らないよう配慮しました。

3-6 息子夫婦同居プランニング例

孫共育と子世帯専用ゾーンの両立

■子世帯留守時の親世帯と孫

○孫の動線

●親世帯の＋ＮＥＳＴ空間●孫ロッカー

○親世帯の家事動線

下校して帰宅したら、孫ロッカ
ーに荷物を置いて親世帯へ。
お稽古事の用意はおかあさ
んが孫ロッカーの中に揃えて
おいてくれました。

親世帯の＋ＮＥＳＴ空間でまず宿題
をやりましょう。おじいさんがいい先
生になってくれます。

●孫共育ゾーン

おじいさんが一緒に
遊んだり、おばあさん
は２階で孫の様子を
見たり頻繁に行き来。

１階

孫の部屋

親世帯LD
親世帯寝室

床上げタタミ

ﾃﾞｭｱﾙｸﾛｰｾﾞｯﾄ

子世帯
ｻﾌﾞ出入口

子世帯
ｼｭｰｸﾛｾﾞｯﾄ

玄関引戸

○おばあちゃんの視線

２階
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■子世帯の帰宅後

共働きの子世帯妻が帰宅後は、子世帯家族の夕食準備があわただしく始まります。この時間

から孫はおかあさんと一緒。遊んでいる様子に目が届くよう、リビングと子供部屋の間は開

け放せるようになっています。

●世帯ゾーン内の家事動線

●＋ＮＥＳＴ空間

親世帯
専用ゾーン

孫共育ゾーン

子世帯
専用ゾーン

子世帯の＋ＮＥＳＴ空間は、リビングダイニング
に隣接させた子供部屋です。子供部屋がＬＤと
同じ階に取れるのは二世帯ならではのメリット
です。

夜洗濯が多いので、キッチンに隣接した
コンパクトな家事動線が便利です。子供
部屋を川の字で寝る部屋にして、将来の
主寝室が室内干しをする部屋と、役割が
分けられています。

２階

子世帯LD

子世帯
将来

主寝室

子供部屋

○おかあさんの視線

○子世帯内の家事動線



45

娘夫婦同居・共働きで融合二世帯のプランです。夕食の準備や洗濯は母に集約され、子世帯の妻

は仕事に専念できます。家族が集まる場所と共に、一人ひとりの居場所を考えたプランになって

います。

3-7. 娘夫婦同居プランニング例

家事集約と家族の居場所の両立

床上げ和室で
趣味の手芸を

開いているときは
＋ＮＥＳＴ空間として

孫が使います

親世帯寝室の
ｺｰﾅｰで
好きなTVを

●両世帯共用のキッチン

●父の居場所●母の居場所

家族全員が囲んで参加できるペニンシュラキッチ
ンに、大きなダイニングテーブル。
家族が集まる空間です。

●孫ロッカー

孫のモノはここに置きます。
子世帯用のコートクロークにもなっています。

親世帯
専用ゾーン

孫共育ゾーン

子世帯
専用ゾーン

ワイドステップ

ワイドポーチ

ワンルームサニタリー

１階

共用LD 親世帯寝室

床上げタタミ
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将来の主寝室で趣味やﾊﾟｿｺﾝ子世帯DKでちょっとメール
や書き物

家事集約を象徴する
昼の間におばあちゃんが
洗濯しておいてくれた衣類を
しまうコーナー

窓際には室内干しスペースが

●妻の居場所 ●夫の居場所

●ランドリーセンター

●川の字就寝の場所

家族が川の字で寝られる広いスペース
昼間は遊び場に、成長したら点線位置
に間仕切り収納を動かして仕切ります

親世帯が入るのは孫共育ゾーンだけ。
子世帯専用のゾーンには入らないこと
にしています。

●孫共育ゾーニング

夕食が遅いときは親世帯
を煩わすことなくここで。
ここではお父さんがいちば
んえらい。

●夫の食事場所

２階

子世帯DK

子世帯
将来

主寝室

子供部屋

シャワー
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